
広
島
市
工業

１０
ヵ
国
の
５６
人

国
内
外
の
学
生
を
対
象

に
し
た
広
島
市
立
大
の
夏

期
集
中
講
座

「ヒ
ロ
ジ
マ

と
平
和
」
が
二
十
八
日
、

安
佐
南
区
の
同
大
で
開
講

し
た
。
欧
米
や
ア
ジ
ア
の

十
力
国
五
十
六
人
が
原

爆
被
害
や
紛
争
解
決
策

な
ど
を
八
月
七
日
ま
で

学
ぶ
。

初
日
は
国
際
学
部
の
教

授
た
ち
が
指
導
。
四
―
七

人
の
十
班
に
分
か
れ
、「あ

な
た
に
と
っ
て
平
和
と

平
和
観
を
め
ぐ

っ
て
熱
心
に

一

意
見
を
交
換
す
る
各
国
の
受

一

講
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

は
」
を
テ
ー
マ
に
英
語
で

討
論
し
た
。
歴
史
教
育
の

在
り
方
を
互
い
に
紹
介
し

た
班
で
は
、
韓
国
人
の
受

講
生
が
竹
島
問
題
を
例
に

「歴
史
や
政
治
が
絡
む
と

友
好
を
維
持
す
る
の
は
難

し
い
」
と
指
摘
。
他
国
の

文
化
を
理
解
す
る
姿
勢
の

必
要
性
を
議
論
し
た
。

講
座
で
は
、
被
爆
者
か

ら
の
聞
き
取
り
も
予
定
し

て
い
る
。
シ
カ
ゴ
の
大
学

で
心
理
学
を
学
ぶ
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト

・
ミ
ラ
ー
さ
ん

（２‐
）は
、
祖
父
が
旧
日
本

軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
と
い

う
。

「原
爆
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
障
害
に
つ
い
で
も
興

味
が
あ
る
」
と
意
欲
を
見

せ
て
い
た
。

同
講
座
は
二
〇
〇
三
年

か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
六

回
目
。

（日
中
美
千
子
）


